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A最も多かったのは「仕
事を通して自分を成長さ

せたい」の516人。次に「た

くさんお金を稼ぎたい」の
376人、「人の役に立ちた

い」の350人が続いた。反
対に「昇進してえらくなり

たい」は65人と少数

30

そ
の
他

65

昇
進
し
て
え
ら
く
な
り

た
い

81

高
い
成
果
を
出
し
て
評

価
さ
れ
た

97

さ
ま
ざ
ま
仕
事
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い

109

地
元
に
貢
献
し
た
い

205

周
囲
か
ら
頼
ら
れ
る
よ

う
な
人
に
な
り
た
い

217

い
ろ
い
ろ
な
人
と
接
し

た
い

333

経
験
を
積
ん
で
技
術
を

身
に
付
け
た
い

350

人
の
役
に
立
ち
た
い

376

た
く
さ
ん
お
金
を
稼
ぎ

た
い

516

仕
事
を
通
し
て
自
分
を

成
長
さ
せ
た
い

「
職
の
都
」
い
ち
の
せ
き

　

東
北
の
ほ
ぼ
中
心
、
仙
台
市
と

盛
岡
市
の
中
間
に
あ
る
一
関
市

は
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し

て
栄
え
、
岩
手
県
南
・
宮
城
県
北

エ
リ
ア
の
中
核
都
市
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

北
上
川
や
栗
駒
山
な
ど
豊
か
な

自
然
環
境
の
中
で
古
く
か
ら
農
業

が
栄
え
ま
し
た
。
近
年
は
、
都
市

化
や
工
業
化
が
進
み
、
農
林
商
工

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
す
る「
職

の
都
」
で
す
。

　

２
０
１
０
年
の
産
業
別
純

生
産
額
は
２
７
０
７
億
円
（
第

一
次
産
業
74
億
円
、
第
二
次
産

業
７
５
３
億
円
、
第
三
次
産
業

１
８
８
０
億
円
）
で
、
盛
岡
市
に

次
ぐ
県
内
２
番
目
の
生
産
額
を
誇

り
ま
す
。

　

本
年
８
月
に
は
北
上
高
地
が
国

際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）

の
国
内
建
設
候
補
地
に
選
ば
れ
る

な
ど
、
科
学
を
軸
と
す
る
産
業
集

積
の
実
現
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
加
速
す
る
少
子
高
齢

化
な
ど
の
影
響
で
、「
職
の
都
」
を

取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。

若
者
定
住
と
雇
用
の
関
係

　

２
０
１
２
年
、
本
市
の
出
生
数

（
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
数
）
は

８
２
８
人
で
し
た
。
一
方
、
亡
く

な
っ
た
人
は
１
８
８
６
人
で
、
自

然
減
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
課
の
調
べ
に
よ
る
と
、
少

子
化
社
会
対
策
基
本
法
が
制
定

さ
れ
た
03
年
（
合
併
前
の
旧
一

関
市
）
は
、
出
生
５
５
６
人
、
死

亡
５
９
０
人
と
ほ
ぼ
同
数
で
し

た
。
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム（
73

年
）
は
出
生
１
０
１
５
人
、
死
亡

４
１
８
人
で
生
ま
れ
て
く
る
赤

ち
ゃ
ん
は
、
亡
く
な
る
人
の
２
倍

以
上
で
し
た
。

　

少
子
化
の
根
底
に
は
、
育
児
に

至
る
前
の
結
婚
が
な
か
な
か
実
現

し
な
い
と
い
う
難
し
い
現
実
が
あ

り
ま
す
。
厚
生
労
働
白
書
に
よ
る

佐々木正幸さ
ん 職

雇
用
の
今

さ
ま
ざ
ま
な
ミ
ス
マ
ッ
チ

　

有
効
求
人
倍
率
は
、
労
働
市
場

全
体
の
需
給
状
況
を
表
す
も
の

で
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
（
求

職
者
）
１
人
に
、
求
人
が
ど
れ
く

ら
い
あ
る
か
を
示
し
た
数
値
で

す
。

　

岩
手
県
の
今
年
10
月
の
有
効
求

人
倍
率（
新
規
学
卒
者
除
く
）
は

１
・
05
倍
、
一
関
管
内
は
１
・
00

倍
で
、
08
年
秋
の
＊

リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
前
の
07
年
12
月
の
水
準

ま
で
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
の
復
興
や
＊

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

効
果
で
、
少
し
ず
つ
景
気
回
復
の

兆
し
が
見
え
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

総
務
省
の
労
働
力
調
査
（
速

報
）
に
よ
る
と
、
全
国
の
10
月

の
完
全
失
業
率
（
季
節
調
整
値
）

は
４
・
０
％
。
完
全
失
業
者
数

（
同
）
は
前
年
同
月
比
８
万
人
減

の
２
６
３
万
人
、
非
労
働
力
人

口
（
同
）
は
前
年
同
月
比
46
万
人

減
の
４
４
５
８
万
人
、
就
業
者

数
は
前
年
同
月
比
45
万
人
増
の

６
３
６
６
万
人
と
改
善
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
業
種
に
よ
っ
て

景
況
感
に
差
が
あ
る
ほ
か
、
求
人

と
求
職
が
か
み
合
わ
な
い
労
働
需

給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
も
起
き
て
い
ま

す
。「
希
望
の
雇
用
形
態
で
は
な

い
」「
賃
金
水
準
が
低
い
」「
企
業

が
求
め
る
人
材
と
は
違
う
」
―
な

ど
で
、
求
人
は
あ
っ
て
も
、
必
ず

し
も
雇
用
に
結
び
つ
く
と
は
言
い

切
れ
ま
せ
ん
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
一
関
求
人
専
門

援
助
部
門
の
佐
々
木
正
幸
統
括
職

業
指
導
官
は「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
後
、
人
員
整
理
や
海
外
シ
フ
ト

を
実
行
し
た
企
業
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
今
年
10
月
の
製
造
業

の
求
人
倍
率
は
０
・
53
倍
。
こ
の

う
ち
、
機
械
組
み
立
て
は
求
人
数

35
人
に
対
し
、
求
職
者
数
２
２
４

人
。
工
業
や
機
械
系
を
専
攻
す
る

学
生
に
と
っ
て
は
、
む
し
ろ
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
実
情
を
語

り
ま
す
。
働
き
盛
り
世
代
（
10
―

30
歳
代
）
の
雇
用
は
、
地
域
経
済

の
成
長
だ
け
で
な
く
、
地
域
そ
の

も
の
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

及
川
光
正
市
労
働
政
策
課
長
は

「
雇
用
率
は
も
ち
ろ
ん
、
雇
用
の

質
に
も
目
を
向
け
、
企
業
と
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

が
大
事
で
す
」
と
強
調
し
ま
す
。

正
し
い
情
報
と

確
か
な
ス
キ
ル
で
、

前
に
一
歩
踏
み
出
そ
う

　震災の復旧復興や老朽イン

フラの再整備などに伴い、建築

関連の10月の有効求人倍率は

4.50 倍になりました。
　しかし、遠隔地勤務、特殊資

格、希望者が少ないなどにより

充足が図られていません。
　福祉関連では、介護サービス

の需要に伴い介護従事者の需要

が高まっています。しかし、気力

と体力を必要とするため、離職

する人が多く、人手不足が続い

ています。
　このように、企業と求職者の

間でミスマッチが見られます。
職種によっては「希望の仕事に

就けない」「企業が求める人材が

集まらない」など、需給バランス

はよくありません。
　こうした状況の中でも一歩前

に進むためには①職業訓練など

によってスキルアップする②充

実した求人情報から正確な情報

を得る③綿密な相談で理解を深

める―ことが重要です。
　ハローワークは、わかりやす

い求人の受理に努め、再就職に

ついての相談、職業紹介、各種

セミナー、訓練受講案内まで幅

広い業務を展開しています。
　なんでも気軽に相談してくだ

さい。

ハローワーク一関求人専門援助部門統括職業指導官

＊
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

ア
メ
リ
カ
第
４
位
の
投
資
銀
行

だ
っ
た
リ
ー
マ
ン
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
が
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

（
経
済
的
信
用
度
の
低
い
層
を

対
象
に
し
た
高
リ
ス
ク
の
住
宅

ロ
ー
ン
）
で
大
規
模
な
損
失
を

計
上
。
そ
の
処
理
に
失
敗
し
て

２
０
０
８
年
９
月
に
破
産
し
た
。

同
社
の
社
債
を
保
有
す
る
他
行

の
経
営
も
悪
化
。ア
メ
リ
カ
全
土

が
不
況
に
追
い
込
ま
れ
、そ
れ
が

日
本
や
他
の
国
々
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
世
界
金
融
危

機
の
一
つ
。

＊
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

第
二
次
安
倍
内
閣
が
掲
げ
た
経

済
政
策
。金
融
政
策
、財
政
政
策
、

成
長
戦
略
の
三
つ
を「
三
本
の

矢
」
と
し
て
実
行
す
る
こ
と
で

「
デ
フ
レ
」か
ら
脱
出
、経
済
成
長

に
つ
な
げ
て
い
く
計
画
で
、政
策

の
最
大
目
標
を
経
済
回
復
と
位

置
付
け
た
。

消
費
が
回
復
し
、
景
気
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
社
会
変
化
や
加
速
す
る
少
子
高
齢
化
の
影
響
を
受
け
、

雇
用
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

と
、
男
性
５
人
に
１
人
、
女
性
10

人
に
１
人
が
50
歳
時
点
で
一
度
も

結
婚
し
た
こ
と
が
な
く
、
そ
の
解

消
こ
そ
、
脱
・
少
子
化
の
鍵
で
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
雇
用
対
策
や
婚
活
支
援

を
通
じ
て
、
結
婚
を
望
む
若
者
を

応
援
し
て
い
ま
す
。
結
婚
し
た
い

人
は
多
い
の
に
、
結
婚
で
き
な
い

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
背
景
に
は
、「
出

会
い
の
機
会
が
少
な
い
」「
経
済

力
に
欠
け
て
い
る
」
―
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
３
人
に
１
人
が
非

正
規
雇
用
の
時
代
、
先
行
き
不

安
、
安
定
し
な
い
経
済
状
況
な
ど

が
、
結
婚
を
阻
む
壁
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
若
者
の
定

住
、
結
婚
、
雇
用
は
密
接
に
関
係

し
て
い
る
の
で
す
。

　
「
古
里
で
働
き
、
結
婚
し
、
子
供

を
産
み
、
育
て
て
ほ
し
い
」

　

中
東
北
の
拠
点
都
市
形
成
を
標

榜
し
、
定
住
、
子
育
て
、
雇
用
の

充
実
を
重
点
施
策
と
し
て
一
体
的

に
進
め
る
勝
部
修
市
長
は
、「
地

元
定
着
」
に
力
を
込
め
ま
す
。

及川光正 
労働政策課長

市の雇用対策を
担当する

勝部修一関市長

重点施策として
雇用対策を進める

市は2年連続で新規高卒者の就職率100％

を達成しました。大事なことは、雇用する側、
雇用される側、それを支援する側、それぞれ

に対する支援。引き続き、関係機関と連携し

ながら地元就職、地元定着を目指します。

今年10月の一関管内の職種別求人・求職対照表
（単位：人、％、資料：ハローワーク一関）

職種 有効
求人数

有効求職者数 有効
求人倍率 職種 有効

求人数
有効求職者数 有効

求人倍率合計 男 女 合計 男 女
管理的 5 ６ ６ 0 0.83 輸送・機械運転 174 97 97 0 1.79

専門的・技術的 310 163 101 62 1.90 建設・採掘 285 57 57 0 5.00

事務 102 434 124 310 0.24 運搬・清掃・梱包等 69 239 180 59 0.29

販売 139 176 110 66 0.79 分類不可 0 120 78 42 －
サービス 285 180 78 102 1.58 職業計 1,654 1,904 1,124 780 0.87

保安 49 22 22 0 2.23 IT関連職業合計 16 113 83 30 0.14

農林漁業 24 13 12 1 1.85 福祉関連職業合計 246 97 27 70 2.54

生産工程 212 397 259 138 0.53 ＊新規学卒者とパートを除く

ジョブカフェいわてが岩手県内の高校3年生990人に聞きました

Q将来どのように働きたいですか？


